
３
月
25
日
、
介
護
保
険
を

使
用
し
な
い
「
街
角
デ

イ
ハ
ウ
ス 

夢
の
家 

縁
」
に
、

夢
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

７
年
前
、
認
知
症
の
母
と
体

が
不
自
由
に
な
っ
て
き
た
父
を

放
っ
て
お
け
ず
、
田
舎
か
ら
連

れ
帰
っ
た
も
の
の
、
母
に
と
っ

て
は
当
然
な
が
ら
周
り
は
知
ら

な
い
人
ば
か
り
。
お
し
ゃ
べ
り

す
る
こ
と
も
な
く
、「
帰
り
た

い
。
帰
り
た
い
」
と
繰
り
返
す

毎
日
に
、
私
自
身
も
疲
れ
果
て

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
も

含
め
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
話

を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し

て
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
、
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
支
え
あ
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

た
め
に
も
、
夢
カ
フ
ェ
を
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第

４
日
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
老
松
園
さ
ん
東
隣
の

夢
カ
フ
ェ
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
宮
川
晴
美
さ
ん
・総

社
三
丁
目
）

●

先
日
、
新
卒
就
職
者
歓
迎

研
修
会
で
、
社
会
人
１

年
目
を
振
り
返
っ
た
自
分
自
身

の
思
い
を
発
表
す
る
場
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
年
の
間
に
起
き
た
失
敗
、

学
び
や
挑
戦
を
１
２
５
人
の
新

社
会
人
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ

と
は
、
責
任
感
や
う
れ
し
さ
に

加
え
、
恥
ず
か
し
さ
も
半
分
と

い
っ
た
気
持
ち
で
し
た
。
自
分

の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
が
初
心
に
返
る
こ
と
、

思
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　

私
が
働
く
吉
備
信
用
金
庫
は

地
域
に
根
ざ
し
た
金
融
機
関
で

す
。
お
客
様
か
ら
の
信
用
、
信

頼
が
金
庫
の
財
産
で
す
。
職
員

一
人
ひ
と
り
の
誠
実
さ
や
親
近

感
、
人
と
し
て
の
魅
力
も
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
が
働
か

れ
る
企
業
も
、
地
域
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
期
待
と
信
頼
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
発
表
作
文
の
中

で
は
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し

た
。
業
種
、
職
種
は
関
係
な
く
、

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
全
員
に
も

共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
人
と
関
わ
ら
な
い

仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様

は
も
ち
ろ
ん
、
上
司
や
先
輩
、

同
期
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
初
心
を
大
切
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

（
吉
備
信
用
金
庫
・

三
藤
沙
和
さ
ん
） 体験文を発表

みんなで歌を歌って楽しむ

人口　68,636 人（前月比＋ 99 人）
　　　（うち外国人登録 1202 人　前月比＋ 24 人）
　　　　男　33,397 人（前月比＋ 42 人）
　　　　女　35,239 人（前月比＋ 57 人）
世帯数　27,268 世帯（前月比＋ 95 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

人口・世帯数（平成３０年５月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』
を読んで、次のクイズに答
えてください。
　Ｑ　４月からスタートし
た歩いて獲得！健康商品券
事業。今年度の参加者数は
●●●●人。
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」１個と「そ
うじゃ小学校ライスカレー」２個、「そうじゃ赤米がゆ」１個
をセットで贈ります。いただいた意見などに対して、担当課
から連絡することがあります。
【応募期限】　７月２日㈪　【４月号の答え】　地域力
【４月号の当選者】　秋山節さん（門田）、脇本佳典さん（下原）

［応募総数 14件］
【応募先】　〒719－1192　中央一丁目１番１号　総社市役所市政情
報課　□ shisei@city.soja.okayama.jp

そうじゃ特産商品シリーズが当たる

　

５
月
か
ら
高
梁
川
に
お
け
る

洪
水
情
報
に
つ
い
て
、
携
帯

電
話
な
ど
に
受
信
者
側
が
要
求

し
な
く
て
も
、
発
信
者
側
か
ら

情
報
が
配
信
さ
れ
る
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
国
土
交
通
省
が
開
始

し
ま
し
た
。

　

洪
水
情
報
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
水
害
の
危
険
性
を
察
知
し
、

自
主
的
な
避
難
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
配
信
す
る
情
報

　

河
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
氾

濫
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
情

報
。
堤
防
の
決
壊
な
ど
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
が
発
生
し
た
情
報

▼
留
意
事
項

・ 

通
信
シ
ス
テ
ム
の
関
係
に
よ

り
、
配
信
対
象
と
な
る
エ
リ

ア
よ
り
も
広
範
囲
に
配
信
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・ 

圏
外
や
電
波
状
況
が
悪
い
な

ど
、
受
信
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す

・ 

機
種
に
よ
り
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
に
対
応
し
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

・ 

メ
ー
ル
を
受
信
し
た
こ
と
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
と
携
帯
電
話
事
業

者
は
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
（
☎
92
８
５
９
９
）

洪
水
情
報
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
を
開
始

（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
　高梁川の●●●（●●市）
付近で水位が上昇し、避難
勧告等の目安となる「氾濫
危険水位」に到達しました。
堤防が壊れるなどして浸水
する恐れがあります。
　防災無線、テレビなどで
自治体の情報を確認し、適
切な行動を取ってください。

配信内容（イメージ）

例
年
梅
雨
時
期
に
は
、
全
国
各
地

で
土
砂
災
害
が
頻
発
し
、
時
に

は
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
土

砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
も
っ
と
も
確
実

な
方
法
は
、「
逃
げ
る
こ
と
」
で
す
。

　

ど
こ
を
通
り
、
ど
こ
に
避
難
す
る

か
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
す
る

か
。
家
族
と
の
連
絡
を
ど
う
や
っ
て
取

る
か
。
梅
雨
入
り
の
こ
の
時
期
に
、
ぜ

ひ
こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
て
、
家
族

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
土

砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
土
砂
災
害

に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
防
災
砂
防
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.pref.

okayam
a.jp/soshiki/65/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
（
☎
92

８
５
９
９
）

災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害災害へのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへのへの

備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備え備えを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全にを万全に
６月は土砂災害防止月間です６月は土砂災害防止月間です６月は土砂災害防止月間です

水防訓練
６月３日日 6:30 ～ 8:00
場所　そうじゃ水辺の楽校
　水害を未然に防ぐための
水防工法訓練を実施します

南海トラフ巨大地震に備え
移動型薬局車を導入
　総社市内の有限会社アイ薬局が、
民間企業で初めてとなる「移動型薬
局車」を導入しました。
　移動型薬局車は、地元薬剤師会の
吉備支部が監修し、元々ドクター
カーとして使われていた車両を整
備。保冷庫やソーラーパネルが設け
られ、需要が多い薬を中心に、約
300 人分を備えています。
　近い将来起きると危惧されている
南海トラフ巨大地震などの大規模災
害が発生した際、総社市民を守るこ
とを第一に、要請に応じて支援先の
医師、薬剤師と連携しながら医薬品
を供給することとしています。

導入された移動型薬局車

23　広報そうじゃ 2018.6 広報そうじゃ 2018.6　2223　広報そうじゃ 2018.6


